
バレーボール部では、競技力向上だけではなく、九州学連の事務局として「大会運営」をおこなったり、「バレーボール教室」を各地で実施したりとマネジメントについ
ても積極的に取り組んでいます。また3年に一度の海外遠征も行っており、グローバルな人材育成のためのプログラムも整備しています。是非バレーボール部に入部し
自身の「やりたいこと」にチャレンジしてください。
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地図

詳細
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お問い合わせ
国立大学法人 鹿屋体育大学

バレーボール部
〒891－2393 

鹿児島県鹿屋市白水町1番地

日本で唯一唯一の国立体育大学
それが

鹿屋体育大学鹿屋体育大学

Facebook

X部LOG Instagram

Instagram

女子バレーボール部

男子バレーボール部

受験者の皆様へ

入　学　試　験
一般選抜

・�スポーツ・武道の分野で高い競技能力を有し、将来トップレベルの競技者
になりうる資質について、課程別に指定した実技検査により判断します。
・�スポーツ・武道及び体育・健康づくりを指導・普及させるための基礎的な知識、
また指導・普及における課題に対する思考・判断・表現力について小論文
により判断します。
・�スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、
コミュニケーション能力などについて面接により判断します。

学校推薦型選抜
入学試験の基本方針

・�入学後の教育に十分に対応し自らの趣向性にあうように、文系・理系に特に偏ることなく、さらにこれからのグローバル化した社会に対応するために外国語の基礎学
力を備えているかについて、大学入学共通テストにおいて本学が指定する教科・科目の成績により判断します。
・�スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュニケーション能力、および知識や経験に基づく思考・判断・表現力などについて「プ
レゼンテーション+口頭試問」試験により判断します。
・�スポーツ・武道に関する基礎的な実技力またはあらゆるスポーツに関する基礎的な身体資質の特性を課程別に指定した実技検査により判断します。

一般選抜は、大学入学共通テスト並びに本学が行う試験（「プレゼンテーション＋口頭試問」試験、実技検査）の成績、調査書及び指定調書の内容を
総合して選抜します。

入学試験の基本方針

選抜方法

・�スポーツ・武道の分野で極めて優れた競技能力を有し、近い将来国際大会
等で活躍しうる資質について競技実績により判断します。
・�本学への明確な志望動機や入学後の競技や学生生活に関するビジョンのほ
か、リーダーシップやマナー、コミュニケーション能力などについて自己
推薦書や「プレゼンテーション+口頭試問」試験により判断します。

※ �SSとは、スーパー・スチューデント (Super Student) の略で、競技能力の
特に高い者を指します。

総合型選抜（SS）入試
入学試験の基本方針

※1000点満点

スポーツ総合課程の過去 3年の合格者平均点 2024年：676.2点 2023年：665.2点 2022年：679.8点

総合配点 大学入学共通テスト

実技検査
受験者の基礎的な運動技能や身体資質を測するため、実技検査を行います。バレー
ボールの競技歴を有する多くの方は、「バレーボール」または「運動能力検査」で
受験しています。

「プレゼンテーション＋口頭試問」
試験 

右のカテゴリー【国語 or 数学、地理
歴史 or 公民 or 理科 or 情報、外国
語】の中から１科目ずつ（合計３科目）
選択し、全て200点換算されます。

地理歴史 or 公民 or 理科 or 情報

実技検査
物理

国語 or 数学 地理歴史 or 公民 or 理科 or 情報 外国語
国語
数学Ⅰ
数学Ⅰ , 数学Ａ
数学Ⅱ , 数学Ｂ , 数学Ｃ

地理総合 , 地理探究
歴史総合 , 日本史探究
歴史総合 , 世界史探究
公共 , 倫理
公共 , 政治・経済
地理総合／歴史総合／公共 ※
物理
化学
生物
地学
物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎 ※
情報Ⅰ
※の科目は２出題範囲を選択解答していること

英語
ドイツ語
フランス語
中国語
韓国語
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・年１回　
国立大隅青少年自然の家との連携協力協定に基づき、スポーツ技術の向上
やコミュニケーション能力の向上を図ることを目的として実施しています。

イベント

卒業生進路
〇�現役プレイヤー�  
大久保真美（2023年度卒）KUROBEアクアフェアリーズ� �
横山　真奈（2022年度卒）デンソーエアリービーズ� �
大工園彩夏（2022年度卒）NECレッドロケッツ川崎� �
東　　美奈（2021年度卒）大阪マーヴェラス� �
中島　咲愛（2021年度卒）SAGA久光スプリングス� �
田部　咲来（2020年度卒）倉敷アブレイズ� �
赤星　七星（2016年度卒）アランマーレ山形

〇�その他�  
中学校教員、高校教員、大学教員、警察官、消防士、市役所職員、� �
大学院、ミズノ株式会社、株式会社デサント、株式会社アシックス、� �
埼玉上尾メディックス、株式会社デンソー、株式会社デンソーテン、� �
マツダ株式会社、トヨタ車体株式会社、熊本県スポーツ振興事業団、� �
（公財）日本バレーボール協会、東京プリンスホテル

公開講座
・年２回（夏・冬）　
小学生・中学生の男女を対象に、夏のサマーキャンプと冬のウィンター
キャンプを実施しています。全員がジャンプトスからのクイック攻撃が
できるように、タイミングの取り方などを指導しています。また、バレー
ボールに必要な「競技力向上のためのストレッチ」や「怪我をしないス
トレッチ」の指導も行います。

・年1回　
OBOGが指導している高校生と合宿を行い、お互いの競技力を高めると
ともに、OBOGとの交流を図っています。

OBOG 会合宿

おおすみくん家バレーボールキャンプ

トレーニングルーム

学 生 宿 舎

学内に 2箇所設けられており、全身持久力を高めるための有酸素トレー
ニングマシーンをはじめ、身体各部位を効果的に鍛えるためのトレーニ
ングマシーンやフリーウエイト等も数多く備えています。

１棟70名収容の建物が５棟あり、計350名が入居できます。内、１棟
が女子学生専用。居室は全て個室（洋間・約６畳）になっています。各
階には補食室（台所）・洗濯室（洗濯機３台）・洗面室・浴室・トイレ・
内線電話が完備され、共同で使用します。
・月　額：19,300円
・朝食代：79,200円（176日分）〔令和７年度予定〕

バレーボール練習室

SPORTEC スポーツパフォーマンス研究センター

バレーコート2面が常設されたバレーボール専用体育室です。メインコー
トは公式戦が可能な広さを有し、冷暖房完備の充実した体育室です。

トス測定

ブロック測定

スパイク測定

本学に平成 27年 3月に設置されたスポーツパフォーマ
ンス研究センターは国内初のスポーツ分野のコーチング
に必要なパフォーマンス研究の科学的検証を行う最先端
研究施設を備えた屋内研究施設です。測定アリーナは、
面積 3,500 平方メートルの広さがあり、実践的な測定・
分析が可能です。
バレーボール部では世界最先端の機器を使用して下記の
測定を実施しております。

沿　　革
成り立ち

■1984年創部(40年目)
■九州大学バレーボール連盟
■近年成績（過去３年分）

・九州大学バレーボール女子１部リーグ戦  優勝
・全日本ビーチバレーボールU-23男子選抜優勝大会　
　　　　　　　　　　4位　八木渉太・井上慶次郎ペア

2022

・西日本大学バレーボール女子選手権大会　ベスト82023
・西日本大学バレーボール女子選手権大会　ベスト8	
・2024アジア東部地区選手権　2位　山下遥華2024

活 動 目 的
①�心身を鍛錬すると共に、チーム一体となり、競技力向上と本学の発展、
バレーボール・地域振興を図る。
②自ら考え行動し責任ある行動をとる。
③人々に希望と感動を届けられるような組織作りを行う。

活 動 理 念

■日本一　■運根恕感

構成メンバー

指導スタッフ
監督兼顧問教員：�濱田  幸二
　　　　　　コーチング学（バレーボール）
コ ー チ： 坂中  美郷
　　　　　　コーチング学（バレーボール）
トレーナー： �美坂  綾
コ ー チ： 田中  響　大学院生�

部員数（男子）

部員数（女子）

４ 年 生
３ 年 生
２ 年 生
１ 年 生

　名
1名
4名

名

４ 年 生
３ 年 生
２ 年 生
１ 年 生

5名
7名
4名
8名 年間スケジュール

４月 10月 九州大学秋季1部リーグ戦
国民スポーツ大会

５月 九州大学春季1部リーグ戦 11月

６月 西日本インカレ
おおすみくん家バレーボールキャンプ 12月 全日本インカレ

７月 公開講座サマーキャンプ １月 OBOG会合宿

８月 国民スポーツ大会九州ブロック大会
全日本ビーチバレーボール大学選手権大会 ２月 公開講座ウィンターキャンプ

９月 夏季強化遠征 ３月 春季強化遠征

施　　設

食堂

広大なグリーンフィールドに面した明るく開放感のある食堂で、約200
席を有し、学生及び教職員の食事にフルに利用されています。また、合宿
研修などの団体の食事にも十分対応できます。
（右の写真は朝食会場のある大学会館）

朝  ７：00～９：00／昼  11：00 ～13：30／夜  18：00 ～20：00
（月曜日～土曜日）　※土曜日は朝食のみ営業
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一般選抜は、大学入学共通テスト並びに本学が行う試験（「プレゼンテーション＋口頭試問」試験、実技検査）の成績、調査書及び指定調書の内容を
総合して選抜します。

入学試験の基本方針

選抜方法

・�スポーツ・武道の分野で極めて優れた競技能力を有し、近い将来国際大会
等で活躍しうる資質について競技実績により判断します。
・�本学への明確な志望動機や入学後の競技や学生生活に関するビジョンのほ
か、リーダーシップやマナー、コミュニケーション能力などについて自己
推薦書や「プレゼンテーション+口頭試問」試験により判断します。

※ �SSとは、スーパー・スチューデント (Super Student) の略で、競技能力の
特に高い者を指します。

総合型選抜（SS）入試
入学試験の基本方針

※1000点満点

スポーツ総合課程の過去 3年の合格者平均点 2024年：676.2点 2023年：665.2点 2022年：679.8点

総合配点 大学入学共通テスト

実技検査
受験者の基礎的な運動技能や身体資質を測するため、実技検査を行います。バレー
ボールの競技歴を有する多くの方は、「バレーボール」または「運動能力検査」で
受験しています。

「プレゼンテーション＋口頭試問」
試験 

右のカテゴリー【国語 or 数学、地理
歴史 or 公民 or 理科 or 情報、外国
語】の中から１科目ずつ（合計３科目）
選択し、全て200点換算されます。

地理歴史 or 公民 or 理科 or 情報

実技検査
物理

国語 or 数学 地理歴史 or 公民 or 理科 or 情報 外国語
国語
数学Ⅰ
数学Ⅰ , 数学Ａ
数学Ⅱ , 数学Ｂ , 数学Ｃ

地理総合 , 地理探究
歴史総合 , 日本史探究
歴史総合 , 世界史探究
公共 , 倫理
公共 , 政治・経済
地理総合／歴史総合／公共 ※
物理
化学
生物
地学
物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎 ※
情報Ⅰ
※の科目は２出題範囲を選択解答していること

英語
ドイツ語
フランス語
中国語
韓国語

作成日：2024年●月／作成：アドミッションセンター

国立大学法人 鹿屋体育大学
バレーボール部


